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目的 

アコヤガイ真珠の養殖では，挿核後の養生を塩分

25psu の低塩分海水で行うことにより，シミ・キズのな

い真珠の生産率が向上することが確認されている。そこ

で，本研究では低塩分海水養生による無キズ珠率向上効

果の現場実証試験を行うとともに，低塩分海水養生によ

り真珠のシミ・キズ形成が低減するメカニズムを解明す

ることを目的とした。 

 

方法 

１．現場実証試験 

 低塩分海水養生効果を把握する試験を真珠生産現場に

て行った。試験は 5 月から 8 月にかけて 4 業者（業者 A

～D）において，それぞれ 2 回実施した。試験区は，海

上養生を行う海上区と塩分 25psu に設定した低塩分区の

2 区とし，各試験区の各回の供試貝数は業者 A で 150～

1000 個，業者 B で 180 個，業者 C で 200 個，業者 D で

270 個とした。低塩分区は，挿核手術後のアコヤガイを

業者 A，B 及び C ではそれぞれの工場に設置している水

槽に業者 A は 5 日間，業者Ｂは 8 日間，業者 C は 5 日間

収容した。業者 D については，三重県水産研究所に設置

している水槽に 1 回目 7 日間，2 回目 6 日間収容した。

各業者ともに水槽収容後は，海上区と同じ真珠筏にて養

生を行った。養生終了後，海上区，低塩分区とも生残貝

をポケット篭に並べて，12 月まで同じ漁場にて同じ管理

を行った。12 月に各試験区の貝から真珠を採取し，シ

ミ・キズの有無を確認して無キズ珠率を算出した。無キ

ズ珠率は，無キズ珠個数を採取された真珠個数で除し，

百分率で表したものとした。 

２．シミ・キズ形成低減メカニズムの解明 

試験は 6 月に行った。試験区は循環濾過水槽を用いた

塩分 20，25，33psu の 3 区および英虞湾内の海上養生区

の計 4 区とした。水槽の水温は海上養生の漁場とほぼ同

じ 25℃とした。供試貝は満 2 歳の日本貝（平均体重 39g）

とした。108 個の母貝に，1 人の養殖業者が同一日に同一

ロットのピース貝と 1.7 分の核を用いて挿核後，1 試験

区あたり 1 個の養生篭に 27 個ずつ詰め，直ちに各区所定

の水槽または漁場に垂下した。試験開始日に Initial 

control として未挿核貝 30 個から，また，試験開始 4 日

後に各区の供試貝 27 個ずつから，それぞれ注射器を用い

て血リンパ液を採取した。採取後直ちに 4℃で 3,000 回

転×15 分間遠心分離して上清を－30℃で凍結保存し，後

日解凍してヒツジ赤血球に対する凝集素力価を測定した。 

 

結果および考察 

１．現場実証試験 

 業者Ａの低塩分区の無キズ珠率は第 1 回目 24.4％，第

2 回目 15.3％で平均 19.9％，海上区の無キズ珠率は第 1

回目 22.8％，第 2 回目 10.3％であり，いずれの回次にお

いても低塩分区の無キズ珠率が高い結果となった（図 1）。 

 業者 B の低塩分区の無キズ珠率は第 1 回目 2.9％，第 2

回目 2.3％で平均 2.6％，海上区の無キズ珠率は第 1 回目

2.0％，第 2 回目 0％であり，いずれの回次においても無

キズ珠率が低い結果となった（図 2）。 

 業者 C の低塩分区の無キズ珠率は第 1 回目 43.5％，第

2 回目 20.9％で平均 32.2％，海上区の無キズ珠率は第 1

回目 21.1％，第 2 回目 21.3％で平均 21.2％あり，1 回目

は低塩分区の無キズ珠率が高く，2 回目はほぼ同じ成績

であった（図 3）。 

 業者 D の低塩分区の無キズ珠率は第 1 回目 16.0％，第

2 回目 18.5％で平均 17.3％，海上区の無キズ珠率は第 1

回目 10.9％，第 2 回目 10.5％で平均 10.7％あり，いずれ

の回次においても低塩分区の無キズ珠率が高い結果とな

った（図 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．業者 A の挿核手術日毎の各区の無キズ珠率 

 




